
JP 2008-160720 A 2008.7.10

10

(57)【要約】
【課題】セクタフリーを実現するためのルーティング処
理を実現する構成に特徴を有し，基地局の回路規模及び
消費電力を小さくする。
【解決手段】複数のセクタ対応の送信部を備えた無線基
地局において，複数のサブキャリアに対応する信号につ
いて，前記複数のセクタ用にそれぞれ振り分けるスイッ
チと，該スイッチにより振り分けられた複数のセクタ用
の信号に対して，それぞれ逆フーリエ変換処理を施し，
前記複数のセクタ対応の送信部の対応する送信部に与え
る逆フーリエ変換処理部とを備える。
【選択図】　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のセクタ対応の送信部を備えた無線基地局において，
　複数のサブキャリアに対応する信号について，前記複数のセクタ用にそれぞれ振り分け
るスイッチと，
　該スイッチにより振り分けられた複数のセクタ用の信号に対して，それぞれ逆フーリエ
変換処理を施し，前記複数のセクタ対応の送信部の対応する送信部に与える逆フーリエ変
換処理部と，
　を備えたことを特徴とする無線基地局。
【請求項２】
　請求項１において，更に，
　１セルの全送信周波数帯域を分割して前記複数のセクタに対応して割り当てられた帯域
のサブキャリア成分の信号を処理する複数のベースバンド処理部を有することを特徴とす
る無線基地局。
【請求項３】
　請求項１において，
　前記スイッチにより振り分けられた信号が，対応するセクタ用に割り当てられた帯域に
満たないときに，ヌル信号を挿入して割り当てられた帯域の帯域信号にするヌル信号挿入
部を有することを特徴とする無線基地局。
【請求項４】
　請求項１において，更に，
　前記複数のセクタに対応して分割して割り当てられた帯域の信号をそれぞれ受信する前
記複数のセクタに対応する複数の受信部と，
　前記複数の受信部から出力される時間軸領域の直交周波数分割多重シンボルを前記複数
のセクタのそれぞれについて，フーリエ変換処理をして，サブキャリア信号成分に変換す
るフーリエ変換部を有し，更に，
　前記スイッチは，前記フーリエ変換部からのサブキャリア信号成分を，サブキャリア単
位で切替え，前記分割して割り当てられた帯域の帯域信号を組み立て，前記複数のベース
バンド処理部の対応するベースバンド処理部に分配する，
　ことを特徴とする無線基地局。
【請求項５】
　請求項１において，更に，
　前記スイッチにより振り分けられた複数のセクタ用の信号に対して，それぞれヌル信号
の挿入を行うヌル信号挿入部を有し，
　前記逆フーリエ変換処理部は，前記ヌル信号が挿入された信号に基づいて，それぞれ逆
フーリエ変換処理を施し，前記複数のセクタ対応の送信部の対応する送信部に与えること
を特徴とする無線基地局。
【請求項６】
　無線基地局における複数のセクタ用の信号の送信方法であって，
　複数のサブキャリアに対応する信号について，前記複数のセクタ用にそれぞれ振り分け
るステップと，
　前記振り分けられた複数のセクタ用の信号に対して，それぞれヌル信号の挿入を行うス
テップと，
　前記振り分けられた複数のセクタ用の信号に対して，それぞれ逆フーリエ変換処理を施
すステップと，
　前記逆フーリエ変換処理を施したし信号を対応するセクタ用の送信部に供給するステッ
プを有する，
　ことを特徴とする無線基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は，複数のセクタ対応に送信又は受信を行う無線装置に関する。特に，ＯＦＤＭ
及びＯＦＤＭＡを用いたセルラーシスタムにおいて，セクタフリーを実現する無線基地局
に用いると好適である。ここで，セクタフリーとは，各サブキャリアに対応する信号を生
成するＰＨＹ部を複数のセクタ対応のＲＦ部で共有することが可能なことである。
【背景技術】
【０００２】
　一の無線基地局おいて，複数のセクタアンテナに異なる周波数を割り当てて送受信を行
うセルラーシステムが採用されている。　
【０００３】
　例えば，特許文献１には，セクタ毎の送受信部と，セクタ毎のベースバンド処理部と，
ベースバンド処理部と送受信部の接続を選択するスイッチを有する構成が示されている。
【０００４】
　また，特許文献２には，ＣＤＭＡ方式セルラー移動通信システムにおいて一つのセル基
地局のサービスエリアを複数のセクタに分割することが記載されている。さらに，複数の
セクタのそれぞれをサービスエリアとする送受信アンテナを，移動端末の移動に基づいて
選択する切り換え制御を行うことが示されている。
【０００５】
　また，特許文献３には，無線基地局をカバーするセルが，それぞれ同一範囲を有する複
数のセクタに分割されているセクタ送受信を示している。そして，かかるセクタ送受信シ
ステムは，セルの構成を所定数のセクタで構成された第１領域及び，前記第１の領域より
内側に配置され，前記所定数より少ない数のセクタで構成された第２の領域で構成するこ
とを特徴とし，更にハンドオーバ制御の処理量を削減するセクタ分割方法を提示している
。
【特許文献１】再公表ＷＯ９８／１３９５６公報
【特許文献２】特開平１０－１６４６３７号公報
【特許文献３】特開２００２－３４５０１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで，ＷｉＭＡＸ（World Interoperability for Microwave Access）通信に代表さ
れる近年の通信システムは，大容量化及び高速化が求められており,これらを実現する通
信方式としてＯＦＤＭ(Orthogonal Frequency Division Multiplexing)及びＯＦＤＭＡ(O
rthogonal Frequency Division Multiple Access)が採用され，周波数領域の信号と時間
領域の信号との間で変換を行うフーリエ変化，逆フーリエ変換等を行うことを特徴として
いる。
【０００７】
　上記特許文献１～３に記載の発明は，セクタ送受信について開示があるが，フーリエ変
換，逆フーリエ変換等の変換処理をセクタ振り分けとの関係をどのようにすべきかについ
て何の指針も示されていない。
【０００８】
　したがって，本発明は，かかる観点からフーリエ変換，逆フーリエ変換等の変換処理を
セクタ振り分けとの関係をどのようにすべきかを提案することを目的とする。
尚，別の側面では，回路規模又は消費電力を小さく抑えることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を達成する本発明の第１の側面は，複数のセクタ対応の送信部を備えた無線
基地局であっって,複数のサブキャリアに対応する信号について，前記複数のセクタ用に
それぞれ振り分けるスイッチを有する。さらに，逆フーリエ変換処理部を有し，前記スイ
ッチにより振り分けられた複数のセクタ用の信号に対して，それぞれ逆フーリエ変換処理
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を施し，前記複数のセクタ対応の送信部の対応する送信部に与えることを特徴とする。
【００１０】
　前記第1の側面において,更に１セルの全送信周波数帯域を分割して前記複数のセクタに
対応して割り当てられた帯域のサブキャリア成分の信号を処理する複数のベースバンド処
理部を有する。
【００１１】
　前記第1の側面において,特徴として前記逆フーリエ変換処理部は，前記スイッチにより
振り分けられた複数のセクタ用の信号に対して，セクタ対応に時間軸領域の直交周波数分
割多重シンボルに変換する。
【００１２】
　また,前記スイッチにより振り分けられた信号が，対応するセクタ用に割り当てられた
帯域に満たないときに，ヌル信号を挿入して割り当てられた帯域の帯域信号にするヌル信
号挿入部を有するように構成してもよい。
【００１３】
　さらに,前記第1の側面において,受信側処理として，前記複数のセクタに対応して分割
して割り当てられた帯域の信号をそれぞれ受信する前記複数のセクタに対応する複数の受
信部を有する。そして,前記複数の受信部から出力される時間軸領域の直交周波数分割多
重シンボルを前記複数のセクタのそれぞれについて，フーリエ変換処理をして，サブキャ
リア信号成分に変換するフーリエ変換部を有する。されに前記スイッチは，前記フーリエ
変換部からのサブキャリア信号成分を，サブキャリア単位で切替え，前記分割して割り当
てられた帯域の帯域信号を組み立て，前記複数のベースバンド処理部の対応するベースバ
ンド処理部に分配することを特徴とする。
【００１４】
　上記本発明の特徴により，フーリエ変換，逆フーリエ変換等の変換処理をセクタ振り分
けとの関係において好適に行うことができる。
【００１５】
　また，回路規模又は消費電力を小さく抑えることができる。また，逆フーリエ変換部が
複数Ｎのサブキャリア分の入力を必要とする場合に，スイッチを介して入力されたサブキ
ャリア対応の信号がＭ（Ｍ＜Ｎ）サブキャリアの場合であっても，残りの（Ｎ－Ｍ）サブ
キャリア分の入力としてヌル信号を挿入することができ，スイッチング部によりＮサブキ
ャリ分の信号が逆フーリエ変換部に割り振られない場合であっても，逆フーリエ変換を円
滑に行うことができる。
【００１６】
　従って，スイッチングの自由度が高まり，特にセクタフリー動作をさせる場合に好都合
である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に図面に従い本発明の実施例を説明する。
【００１８】
　図１は，セクタ構成をとる無線装置（例えば，ＷＩＭＡＸにおける無線基地局）におい
て，フーリエ変換部，逆フーリエ変換部をスイッチに対してＰＨＹ処理部（サブキャリア
対応の信号を生成する処理部）側にＦＦＴ（フーリエ変換）／ＩＦＦＴ（逆フーリエ変換
）部を配置した場合の構成を示す。
【００１９】
　図１において，まず送信処理について説明する。
【００２０】
　ベースバンド処理部１，２，３の変復調機能（ＰＨＹ）処理部１０により変調された各
サブキャリアのデータ１０１，１０２，１０３は，ＦＦＴ（フーリエ変換）／ＩＦＦＴ（
逆フーリエ変換）回路１１により，ＩＦＦＴ（逆フーリエ変換）処理されることで，周波
数領域の信号から時間領域の信号（時間軸上の信号）１１１，１１２，１１３に変換され
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る。
【００２１】
　スイッチ４は，各時間軸上の信号１１１～１１３をそれぞれ対応するセクタ部に振り分
けるように，スイッチング処理を行う。
【００２２】
　セクタ２０，２１，２２の無線周波数部（ＲＦ）部は，スイッチ４から入力された各時
間軸上の信号１１１～１１３をそれぞれ異なる搬送波周波数帯域Ｆ１，Ｆ２，Ｆ３で送信
する。
【００２３】
　図１において，受信処理は，上記処理と逆になる。
上記の通り，図１の構成では，ＦＦＴ／ＩＦＦＴ１１をスイッチ４に対してＰＨＹ側に設
けているため，セクタ２０，２１，２２の帯域割り当てとベースバンド処理部１，２，３
は，１：１の関係となっている。
【００２４】
　このために，ベースバンド処理部１，２，３とセクタ２０，２１，２２との対応関係を
変更することはできるが，一つのセクタ２０，２１，又は２２おいて送信する信号を異な
る２つのベースバンド処理部により生成させるといったような処理は難しい。
【００２５】
　図２は，他の実施例における基地局装置の構成例ブロック図である。ここでは，ＦＦＴ
５３，ＩＦＦＴ５２をスイッチ５１についてＰＨＹ処理部１０とは反対側に設けている。
尚，基地局装置は，先に説明したと同様にＷＩＭＡＸに対応する無線基地局とすることも
できる。
【００２６】
　図２に示す構成は，地上側ネットワーク（ＮＷ）網２００のインタフェースをＩＰネッ
トワークとした場合の実施例構成である。基地局制御部６はＮＷ側インタフェース制御部
６０，マルチベースバンド（ＢＢ）制御部６１，基地局監視制御部６２，基地局間同期制
御部６３により構成されている。なお，地上側ネットワーク（ＮＷ）網２００のインタフ
ェースが一般加入者回線などの場合には加入者回線などに対応してインタフェースは異な
る。ベースバンド処理部1，２，３は，それぞれＭＡＣ-ＰＤＵ変換部/ＧＲＥ終端部１２
，上位(Higher)ＭＡＣ処理部/ＲＲＭ処理部１３，下位(Lower)ＭＡＣ処理部１４，ＰＨＹ
処理部１０で構成される。
【００２７】
　サブキャリア単位スイッチ部５は，サブキャリア単位でセクタの切替えを行うスイッチ
制御部５０，スイッチ制御部５０の制御データによりサブキャリア単位でセクタの切り替
えを行うスイッチ５１，ＦＦＴ／ＩＦＦＴ処理部５２，５３，Null挿入部５４で構成され
る。
【００２８】
　セクタ２０，２１，２２毎の無線周波数（ＲＦ）部は，送信及び受信ＲＦ部２１０，２
１１，送信及び受信増幅部２１２，２１３及びアンテナ２１４を有して構成される。
図２を用いて，本発明の基本動作原理を説明する。
【００２９】
　ベースバンド処理部１，２，３のＰＨＹ処理部１０において，複数のセクタに跨って後
段にあるＦＦＴ処理部５２及びＩＦＦＴ処理部５３のサイズ(サブキャリア数分)のサブキ
ャリアデータを変復調処理する。
【００３０】
　尚，各ＰＨＹ処理部１０は，全体として，スイッチ５により振り分けられた後の各デー
タに含まれるサブキャリア数がサイズに一致するように変調データを生成すればよく，均
等に処理を行う他，処理データ量に偏りが生じてもよい。例えば，ベースバンド処理部１
から出力されるデータは，全てのセクタに振り分けられるが，ベースバンド処理部２，３
については，それぞれセクタ２，３にしか振り分けられないような状況であってもよい。
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【００３１】
　ダウンリンク（Down Link）の場合は，各セクタ２０，２１，２２に対してのＩＦＦＴ
処理を行う前に，サブキャリア単位スイッチ部５において，サブキャリア単位でスイッチ
ングを行う。これによって，サブキャリア単位のフレキシブルなセクタフリーを実現する
ことが出来る。
【００３２】
　図３を参照すると，ベースバンド処理部１，２，３の各ＰＨＹ処理部１０が出力するサ
ブキャリアに対応する信号（サブキャリア成分に対応する信号）１～ｎは，１つのセクタ
用のものだけでなく，複数のセクタ用のものが含まれている。特にこの例では，各ベース
バンド処理部１～３の出力するデータは，セクタ２０，２１，２２の全てのセクタに対応
するサブキャリアデータが含まれている。
【００３３】
　例えば，ベースバンド処理部１において，セクタ１，２，３，１，２の順にサブキャリ
アデータを処理，出力している。ベースバンド処理部２においては，セクタ３，１，２，
３，１の順にサブキャリアデータを処理，出力している。さらに，ベースバンド処理部３
において，セクタ２，３，１，２，３の順にサブキャリアデータを処理，出力している。
【００３４】
　複数のベースバンド処理部１，２，３，及び，複数のセクタ２０，２１，２２に共通し
て接続されたスイッチ部５で各セクタに対するサブキャリア成分の信号を振り分け，それ
ぞれのセクタのＩＦＦＴ処理部５３は，振り分け後のサブキャリア成分の信号を時間軸領
域信号に変換し，各セクタの送信ＲＦ部２１０に転送する。
【００３５】
　尚，この例では，ＩＦＦＴ処理部５３には，変換処理に必要とされる分のサブキャリア
信号の全てが入力されているものとする。例えば，セクタ１～３対応のＩＦＦＴが変換の
際にそれぞれＬ，Ｍ，Ｎ（Ｌ＝Ｍ＝Ｎでもよい）サブキャリアが必要である場合は，スイ
ッチング後に各セクタ１～３に割り振られるサブキャリア数をそれぞれＬ，Ｍ，Ｎとする
ことが望ましい。
【００３６】
　図４は，図３におけるサブキャリア単位スイッチ部５のスイッチ５１とスイッチ制御部
５０の構成例を示す図である。
【００３７】
　尚，この例では，ＩＦＦＴのサイズに対してスイッチ部５により振り分けられたデータ
に含まれるサブキャリ数が少ない場合も対応可能な構成となっている。
【００３８】
　スイッチ５１は，ベースバンド処理部１，２，３に対応して３つのスイッチ部５１０，
５１１，５１２を有し，それぞれのスイッチ部（図４では，ベースバンド処理部１に対応
するスイッチ部が示されている）は，セクタ数分（実施例として３セクタ）のセレクタ５
１０，５１１，５１２を有している。
【００３９】
　セレクタ５１０，５１１，５１２のそれぞれは，入力端子０と，１，２，３を有し，入
力端子１，２，３に対応するベースバンド処理部１，２，３の出力が接続される。入力端
子０には，Null挿入回路５４から論理“０”信号が供給される。これは，ＩＦＦＴのサイ
ズに対してスイッチ部５により振り分けられたデータに含まれるサブキャリ数が少ない場
合に，振り分けられたデータにヌルデータを挿入し，ＩＦＦＴサイズを満たすためである
。
【００４０】
　尚，ヌルの挿入量は，ＩＦＦＴサイズと割り振られた各データに含まれるサブキャリア
数との差を埋めるように調整することができる。
【００４１】
　さらに，スイッチ制御部５０からタイミング信号がセレクタ５１０，５１１，５１２の
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それぞれに供給される。このタイミング信号が供給される時，ベースバンド処理部１，２
，３の出力を選択するように入力端子１，２，又は３を有効とする。
【００４２】
　また， Null挿入回路５４は，基地局間同期制御部６３（図２参照）からの同期タイミ
ングに対応して，ベースバンド処理部１，２，３の出力が選択されないときに，入力端子
０を有効として，論理“０”を挿入する。
【００４３】
　スイッチ制御部５０は，基地局監視・制御部６２及びインタフェース制御部６０（図２
参照）と接続され，ダウンリンクのサブキャリアデータの宛先情報に基づき切り換えタイ
ミングを生成してセレクタ５１０，５１１，５１２にタイミング信号を供給する。
【００４４】
　スイッチ５１の３つのセレクタ５１０，５１１，５１２の出力は，ＩＦＦＴ処理部５３
に入力される。ＩＦＦＴ処理部５３は，セクタ５１０，５１１，５１２のそれぞれに対応
するＩＦＦＴ処理回路５３０，５３１，５３２を有し，セクタ対応にベースバンド処理部
１，２，３の出力をＩＦＦＴ処理し，その出力を対応するセクタ２０，２１，２２に出力
する。
【００４５】
　以上の構成によれば，ＰＨＹ処理部１０で生成するサブキャリアデータについてサブキ
ャリアの割り当てを変更しても，ヌルデータが適宜挿入されるため，ＩＦＦＴサイズ（好
ましくは，セクタ１～３の送信帯域幅（全送信帯域幅）とする）を満たすことができ，セ
クタフリー化の上で好適である。
【００４６】
　図５は，セルの全送信帯域を分割（例えば３つに分割）し，分割した送信帯域のそれぞ
れを各セクタに割当てた場合の，本発明に従うダウンリンク(Down Link)における実施例
動作を説明する図である。
【００４７】
　尚，図では，ベースバンド処理部１は１つのユニットだけを示しており，この１つのユ
ニットから出力されるサブキャリアに対応する信号をスイッチ５１によりセクタ毎に振り
分け，各帯域で送信する信号を生成している。また，スイッチ５１により振り分けられた
信号がＭサブキャリ数分に対応する場合，ＩＦＦＴ５３の処理に必要とされるサブキャリ
ア数Ｎに満たないこととなるが，振り分け後のＩＦＦＴへの入力データに，Ｎ－Ｍのサブ
キャリア数分だけヌルデータが挿入される。
【００４８】
　即ち，ＰＨＹ処理部１０により変復調処理されるサブキャリアデータは，サブキャリア
単位にデータの振り分け可能なスイッチ部５のスイッチ５１において，各セクタに振り分
けられ，ＩＦＦＴ処理部５３に転送される。
【００４９】
　各セクタのＩＦＦＴのサイズは，各セクタに割り当てられる可能性のある周波数帯域（
例えば，セルに割り当てられた全送信周波数帯域）に対応可能なように広くすることが望
ましいが，スイッチ５１により振り分けられたデータには，ＩＦＦＴサイズ（サブキャリ
ア数）に満たないサブキャリア数に対応するデータしか含まれないことがある。
【００５０】
　このような場合は，スイッチ５により振り分けられたデータにヌルデータを挿入（Null
を示すサブキャリア信号を挿入）することで，ＩＦＦＴサイズを満たすようにする。
【００５１】
　ＩＦＦＴ処理部５３では必要に応じてヌルが挿入されたサブキャリアデータ信号を時間
軸領域の信号に変換し，各セクタ２０，２１，２２のＲＦ部を通して空間上に送出される
。
【００５２】
　セクタ２０，２１，２２のＲＦ部から放射された信号は，空中において多重され，所定
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の1セルの帯域を持つ信号となる。
【００５３】
　このように，本発明により，ベースバンド処理部１，２，３のＰＨＹ処理部１０を複数
のＲＦ部で共有することができ，特にこの例では１つのベースバンド処理部１により３セ
クタの全てで送信するための信号の生成を行うことができる。もちろん，ヌルの挿入が必
要な場合は，別途ヌル信号が挿入される。
【００５４】
　つぎに，アップリンク(Up Link)の場合の処理を説明する。図６は，本発明を適用する
アップリンク(Up Link)の場合の無線基地局の動作を説明する図である。
【００５５】
　図６において，実施例として空中で３セクタの多重された変調波をセクタ２０，２１，
２２の受信増幅器２１３（図２）で受信増幅する。ついで，受信ＲＦ部２１１（図２）で
，それぞれのセクタに対応する周波数帯域のサブキャリア信号を復調し，時間軸領域信号
として出力する。
【００５６】
　時間軸領域信号は，ＦＦＴ処理部５２でフーリエ変換してセクタ対応のサブキャリアベ
ースバンドデータとする。
【００５７】
　これをサブキャリア単位スイッチ部５のスイッチ５１においてサブキャリア単位でスイ
ッチングを行う。これにより，各ベースバンド処理部１，２，３のＰＨＹ処理部１０は，
複数のセクタに跨ってサブキャリアデータの処理を行うことが可能となる。したがって，
サブキャリア単位のフレキシブルなセクタフリーを実現することが出来る。
【００５８】
　例えば，図６中の各セクタ２０，２１，２２のＲＦ部が受信する時間軸領域信号をＦＦ
Ｔ処理部５２によりセクタ毎にサブキャリア信号に変換し，スイッチ部５１において，各
ベースバンド処理部１，２，３に対して割り当てられたサブキャリア信号を組み立て，対
応する各ベースバンド処理部に転送する。　図７は，上記の通りの本発明を適用する実施
例のベースバンド処理部１，２，３の処理量を説明する図である。
【００５９】
　図７（１）は，１セルの全周波数帯域を均等に分割して３つのセクタに割り当てた場合
の３つのベースバンド処理部１，２，３の処理量である。
【００６０】
　図７（２）は，１セルの全周波数帯域を３つのセクタに不均等に割り当てた場合の３つ
のベースバンド処理部１，２，３の処理量である。
【００６１】
　図７（３）は，１セルの全周波数帯域を１つのセクタにのみに割り当てた場合のベース
バンド処理部１の処理量である。
【００６２】
　いずれの場合も，セルの全周波数帯域に対する処理量において動作をしており，処理量
に対する装置規模の無駄が生じないことが理解できる。
【００６３】
　上記の通り，本発明は，ＯＦＤＭ通信において，セクタフリーを行うためのスイッチン
グ処理をＦＦＴ及びＩＦＦＴ処理とベースバンド処理部の間で行う。これにより，サブキ
ャリア単位でスイッチング（ルーティング）をすることが可能となり，１つのベースバン
ド処理部１０で複数のセクタのベースバンド処理を行うことが可能である。
【００６４】
　本発明は，ＯＦＤＭセルラーシステムのセクタフリー方式を適用することにより，サブ
キャリア単位でセクタのスイッチングが可能になるため，よりフレキシブルなセクタフリ
ーを実現することが可能になる。
【００６５】
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　これによりセクタ間のハンドオーバが発生する場合において，上記図１で検討した構成
に比較して，セクタのスイッチングをサブキャリア単位で行うことにより，ハンドオーバ
が発生し，セクタ間の移動が発生しても，ＰＨＹ処理部の移動を発生させないこともでき
，処理が単純になり，装置構成を小型化可能であり，且つコスト削減に寄与することが大
きい。
【００６６】
　さらに上記実施例説明では，ＯＦＤＭ通信方式を例にしたが，本発明の適用はこれに制
限されない。
【００６７】
　すなわち，本発明の基本原理に基づき，ＯＦＤＭＡ(Orthogonal frequency Division M
ultiple Access) 通信方式，ＳＯＦＤＭＡ（Scalable Orthogonal frequency Division M
ultiple Access））通信方式に適用することも可能である。
【００６８】
　さらに，マルチキャリアシステムにも適用可能である。さらにまた，受信ダイバーシチ
あるいは，送信ダイバーシチの構成に適用することも可能である。
【００６９】
　（付記１）
　複数のセクタ対応の送信部を備えた無線基地局において，
　複数のサブキャリアに対応する信号について，前記複数のセクタ用にそれぞれ振り分け
るスイッチと，
　該スイッチにより振り分けられた複数のセクタ用の信号に対して，それぞれ逆フーリエ
変換処理を施し，前記複数のセクタ対応の送信部の対応する送信部に与える逆フーリエ変
換処理部と，
　を備えたことを特徴とする無線基地局。
【００７０】
　(付記２)
　付記１において，更に，
　１セルの全送信周波数帯域を分割して前記複数のセクタに対応して割り当てられた帯域
のサブキャリア成分の信号を処理する複数のベースバンド処理部を有することを特徴とす
る無線基地局。
（付記３）
　付記１において，
　前記逆フーリエ変換処理部は，前記スイッチにより振り分けられた複数のセクタ用の信
号に対して，セクタ対応に時間軸領域の直交周波数分割多重シンボルに変換することを特
徴とする無線基地局。
【００７１】
　(付記４)
　付記１において，
　前記スイッチにより振り分けられた信号が，対応するセクタ用に割り当てられた帯域に
満たないときに，ヌル信号を挿入して割り当てられた帯域の帯域信号にするヌル信号挿入
部を有することを特徴とする無線基地局。
【００７２】
　(付記５)
　付記１において，更に，
　前記複数のセクタに対応して分割して割り当てられた帯域の信号をそれぞれ受信する前
記複数のセクタに対応する複数の受信部と，
　前記複数の受信部から出力される時間軸領域の直交周波数分割多重シンボルを前記複数
のセクタのそれぞれについて，フーリエ変換処理をして，サブキャリア信号成分に変換す
るフーリエ変換部を有し，更に
　前記スイッチは，前記フーリエ変換部からのサブキャリア信号成分を，サブキャリア単
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バンド処理部の対応するベースバンド処理部に分配する，
　ことを特徴とする無線基地局。
【００７３】
　(付記６)
　付記１において，更に，前記スイッチにより振り分けられた複数のセクタ用の信号に対
して，それぞれヌル信号の挿入を行うヌル信号挿入部を有し，
　前記逆フーリエ変換処理部は，前記ヌル信号が挿入された信号に基づいて，それぞれ逆
フーリエ変換処理を施し，前記複数のセクタ対応の送信部の対応する送信部に与えること
を特徴とする無線基地局。
【００７４】
　(付記７)
　無線基地局における複数のセクタ用の信号の送信方法であって，
　複数のサブキャリアに対応する信号について，前記複数のセクタ用にそれぞれ振り分け
るステップと，
　前記振り分けられた複数のセクタ用の信号に対して，それぞれヌル信号の挿入を行うス
テップと，
　前記振り分けられた複数のセクタ用の信号に対して，それぞれ逆フーリエ変換処理を施
すステップと，
　前記逆フーリエ変換処理を施したし信号を対応するセクタ用の送信部に供給するステッ
プを有する，
　ことを特徴とする送信方法。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の実現の過程で検討した比較例構成である基地局装置を説明する図である
。
【図２】本発明を適用する基地局装置の構成例ブロック図である。
【図３】本発明の基本動作原理を説明する図である。
【図４】図４におけるサブキャリア単位スイッチ部のスイッチとスイッチ制御部の構成例
を示す図である。
【図５】セルの全帯域を複数セクタに分割して数周波数帯域を割当てた場合の，本発明に
従うダウンリンク(Down Link)における実施例動作を説明する図である。
【図６】本発明を適用するアップリンク(Up Link)の場合の無線基地局の動作を説明する
図である。
【図７】本発明を適用する実施例のベースバンド処理量を説明する図である。
【符号の説明】
【００７６】
１，２，３　ベースバンド処理部
１０　　　　ＰＨＹ処理部
５　　　　　サブキャリア単位スイッチ部
５０　　　　スイッチ
５１　　　　スイッチ制御部
５２　　　　ＦＦＴ処理部
５３　　　　ＩＦＦＴ処理部
５４　　　　Null挿入部
２０，２１，２２　セクタ
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